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（1715～1769）

　俳人。商人。和気郡三津村（現、松山市）を中心に活動した人。本名は松田次郎左衛門信英。屋号「唐
津屋」を持つ豪商として重んじられていた。京の淡

たん

々
たん

流
りゅう

の俳人・山
やま

口
ぐち

羅
ら

人
じん

に師事し、俳諧を学ぶ。
当時、松山は蕉風俳諧が行われていたが、含芽だけは淡々流の俳人として活躍した。栗

くり

田
た

樗
ちょ

堂
どう

の
岳父にあたる。

略 歴
正徳５（1715）年　　　　 　出生
延享元（1744）年11月　　 　�芭蕉の追善興行で詠まれた句をまとめた句集『俳諧霜夜塚』（小倉志山編）が刊行。

含芽の句が収められている。
寛延３（1750）年　　　　 　�正

まさ

木
き

風
ふう

状
じょう

著の紀行文『よよし簾
すだれ

』刊行。高
たか

月
つき

狸
り

兄
けい

、谷
たに

脇
わき

恩
おん

竹
ちく

らと共に含芽が序を寄
せる。

明和６（1769）年７月６日 　55歳で永眠
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 ・愛媛県史編さん委員会『愛媛県史　文学』　愛媛県　1984年
 ・松井忍ほか編著『伊予俳人　栗田樗堂全集』　和泉書院　2020年


